
西
北
両
郡
を
結
ぶ

″夢
の
か
け
橋
″
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
本
橋

。
十
三
橋
も
昨
年
完
成
し

た
永
久
橋
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
八
月
中
旬
で
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
解
体
し
た
材
料
の

一
部
を
利
用
し
、
湖
内
中
島
へ
新
た
な
橋
を
か
け
、
そ
の
面
影
を

残
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
二
十
年
と
い
う
長
い
間
親
し
ん
で
き
た
地
元
住
民
か
ら
は
、
消
え

ゆ
く

″村
の
象
徴
″
に
名
残
を
惜
し
む
声
も
あ
り
ま
す
。

十
三
橋
は
、
昭
和
三
十
四
年
八

月
、
そ
れ
ま
で
の
渡
し
船
の
不
便

を
解
消
す
る
た
め
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
橋
の
全
長
は
三
百
九
十
五
層

で
本
橋
と
し
て
は
東
北
一
．番
目
の

浅
瀬
を
た
ど

っ
て
造
ら
れ
た
た

め
、
橋
は
弓
形
に
曲
が
り
、
中
央

部
付
近
に
は
車
の
退
避
所
が
あ
る

な
ど
、
そ
の
独
特
な
ス
タ
イ
ル
が

周
囲
の
景
色
と
マ
ッ
チ
し
、
当
村

観
光
の
目
玉
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
木
橋
は
、
永
久
橋

「十
．二

湖
人
橋
」
が
完
成
し
た
翌
日
か
ら

通
行
止
め
に
し
て
い
た
も
の
で
す

が
、
こ
の
間
、
村
民
は
じ
め
県
内

外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
か
ら
も
永

久
保
存
を
望
む
声
が
あ
り
、
村
と

し
て
も
観
光
面
で
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
き
た
だ
け
に
、
そ
の
ま
ま

歩
行
者
専
用
橋
と
し
て
観
光
客
や

釣
リ
フ
ア
ン
に
開
放
し
、
観
光
の

拠
点
に
し
よ
う
―
―
。
と
検
討
し

て
み
た
が
、
安
全
管
理
や
維
持
費

な
ど
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

″津
軽
の
風
物
詩
″
卜
．１
橋
の

解
体
作
業
は
、
六
月
五
日
か
ら
ス

上・山内副知事、秋田県議会議長ら

が玉 ぐし奉典 しました

下・遺族を代表し、三和満さんがお

・ 礼の言葉をのべました

″津
軽
の
風
物
詩
″
十
三
橋
も
八
月
に
は

そ
の
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た



広報しうら`③

Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
北
本
部
が
制
作
す
る

銀
河
テ
レ
ビ
小
説

「嫁

つ
こ
は
い

ね
が
」
の
ロ
ケ
が
、
六
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
十
三
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
は
、
北
海
道
の
若
者
が

津
軽
に
渡
っ
て
嫁
っ
こ
さ
が
し
の

旅
を
す
る
と
い
う
内
容
で
、
主
演

の
中
村
雅
俊
の
ほ
か
、
伴
淳
二
郎
、

地
上
季
実
子
ら
が
出
演
。

―
摯

Ю
Ｉ

「嫁

っ
こ
は

い
ね
が
」

好
調
、
十
二
湖
ロ
ケ

嫁
不
足
の
き
び
し
い
現
実
を

郭
　
　
　
笑
い
と
涙
の
う
ち
に
素
朴
に
描
く

淳
　
　
～
赤
沢
宗
平

⌒中
村
雅
俊
）
二
　
　
　
繁
次
郎
は
宗
平
を
ひ
き
つ
れ
て

伴
綺に書が雌辟‐こ漁繰つ―こ劉】″。一　　い彙「律磁雌りれ̈
鍬鏡脚̈

茫
洋
と
し
て
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
　
　
哀
れ
で
お
か
し
い
旅
で
あ

っ
た
。

な
い
が
、
海
の
幸
を
食
べ
の
こ
し

た
り
、
粗
末
に
扱
う
人
間
を
み
る

と

「神

へ
の
ぼ
う
と
く
だ
」
と
、

だ
れ
か
れ
か
ま
わ
ず
ど
な
り
つ
け

る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
自
然
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
彼

一
流
の
や
さ
し

父
親

・
繁
次
郎

（伴
淳
二
郎
）

は
、
年
中
し
か
め

っ
面
だ
が
、
他

人
に
頼
ま
れ
れ
ば
断
る
こ
と
の
知

ら
ぬ
無
類
の
好
人
物
。
そ
し
て
な

か
な
か
の
詩
人
で
も
あ
る
。

五
カ
月
ぶ
り
に
船
を
お
り
た
宗

平
は
、
恋
人

・
山
ロ
モ
モ
コ

⌒栗

田
洋
子
）
と
の
結
婚
に
胸
を
は
ず

ま
せ
て

一
路
帰
郷
。
と
こ
ろ
が
モ

モ
コ
に
は
、
別
の
恋
人
が
出
来
て

い
て
、
す
で
に
妊
娠
三
か
月
″

大
シ
ケ
の
如
く
荒
れ
狂
う
宗
平
、

オ
ロ
オ
ロ
す
る
繁
次
郎
、
だ
が
、

モ
モ
コ
の
幸
せ
を
祈

っ
て
涙
な
が

逢
っ
た
相
手
は
数
知
れ
ぬ
と
い
う

帯
広
は
挽
馬
競
馬
の
男
ま
さ
り
の

女
騎
手

（本
原
光
知
子
）
、
漁
師

の
嫁
を
希
望
し
て
東
京
か
ら
や
っ

て
き
た
女

⌒浅
利
香
津
代
）
、
津

軽

・
黒
石
の
ミ
ス
・
リ
ン
ゴ
、
五

所
川
原
で
見
つ
け
た
リ
ン
ゴ
の
花

っ
こ
の
よ
う
な
保
母
さ
ん

（池
上

季
実
子
）
―
―
だ
が
そ
れ
ぞ
れ
泣

く
に
泣
け
ぬ
事
情
が
生
じ
て
、
ひ

と
つ
も
ま
と
ま
ら
な
い
。
帰
り
の

青
函
連
絡
船
で
、
津
軽
海
峡
に
飛

び
こ
ん
で
イ
カ
の
エ
サ
に
な
る
′

と
荒
れ
狂
う
宗
平
。
だ
が
、
そ
ん

な
彼
に
も
、
故
郷
に
明
る
い
希
望

が
待
っ
て
い
た
…
…
…
。

ほ
か
に
出
演
は
、
宝
生
あ
や
こ
、

七
尾
伶
子
、
山
田
吾

一
、
大
塚
周

夫
、
地
元
の
方
々
多
数
。

放
送
は
、
十
月
六
日

（月
）
か

ら
十
月
十
七
日

（金
）
ま
で
の
予

定
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

荒用はなかなか構を渡ろうとしない。・・

嬌を渡る頃はすでに夕暮れとなる

相
内
の

「虫
お
く
り
」
は
、
田
　
　
植
え
後
の
さ
を
ぶ
り
に
荒
馬
と
カ

十
二
の
砂
山
は
全
国
的
に
名
高

い
民
謡
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
唄

も
踊
り
も
さ
び
れ
て
い
く

一
方
で

あ
り
、
こ
れ
を
何
ん
と
か
発
展
さ

せ
て

い
こ
う
と
の
観
点
か
ら
、
こ

れ
ま
で
保
存
会
と
、
は
ま
な
す
会

と
い
っ
た
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

一
本
に

ま
と
ま
り
、
十
三
の
砂
山
踊
り
保

存
会
と
し
て
再
発
足
す
る
こ
と
に

設
立
総
会
に
は
百
名
を
こ
え
る

会
員
が
集
ま
り
、
事
業
計
画
も
十

二
の
砂
山
民
謡
碑
建
立
や
芸
能
歌

ま
つ
り
、
十
二
の
砂
山
ま
つ
り
、

後
継
者
の
育
成
、
民
謡
の
歴
史
を

学
ぶ
研
修
旅
行
な
ど
の
事
業
計
画

を
決
定
し
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
役
員
は
つ
ぎ
の
通
り
で

す
。■

会
長
　
高
松
隆
三
、
■
副
会

長
　
秋
月
忠
孝
、
安
田
喜
美
代
、

■
理
事
長
　
小
山
内
政
太
郎
、
■

事
務
局
長
　
八
木
沢
良
蔵
、
■
理

事
、
浜
田
ス
ミ
、
湯
浅
恵
美
子
、

松
橋
く
ら
、
加
納
哲
子
、
梶
浦
志

保
子
、
小
山
あ
ぐ
り
、
豊
島
美
枝
、

豊
島
登
美
枝
、
松
江
幸
勝
、
若
山

和
子
、
高
橋
ふ
み
、
加
納
フ
ミ
エ
、

村
上
さ
い
子
、
松
本
芳
子
、
福
島

等
、
秋
田
谷
ツ
ヨ
、
石
沢
慶

一
、

秋
田
谷
完

一
、
■
監
事
　
工
藤
章

二
郎
、
自
川
孝

一
、
本
荘
澄
子
、

■
庶
務
会
計
　
下
山
時
敏

サ
ホ
コ
、
俸
踊
り
の
行
列
が
踊
り

出
る
も
の
だ
が
、
い
ま
で
は
観
光

的
要
素
を
ふ
く
め
、
民
俗
芸
能
と

し
て
県
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
″

今
年
も
相
内
小
学
校
の
児
童
生

徒
が
参
加
し
、
五
穀
豊
穣
、
無
病

息
災
、
交
通
安
全
の
願

い
を
こ
め

て
、
五
月
二
十

一
日
盛
大
に
行
わ

れ
、
沿
道
は
県
内
外
か
ら
の
見
物

人
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

虫
お
く
り
は
、
相
内
地
区
住
民

に
と

っ
て
年
中
最
大
行
事
の

一
つ

で
、
地
区
あ
げ
て
の

″お
ま

つ
り

騒
ぎ
″
。
こ
の
日
だ
け
は
、
子
ど

も
も
お
と
な
も
太
刀
振
り
に
余
念

が
な
く
、
そ
れ
は
農
家
の
祭
り
に

ふ
さ
わ
し
く
、
夕
暮
れ
ま
で
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
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局
長
占
川
徹
、
■
会
計
浜
田
和
幸

■
監
事
Ｆ
↑
谷
悟
、

．
和
清
脱
、

■
理
事
、
山
田
義
正
、
　

和
孝
治
、

岡
本
隆
雄
、
秋
元
収
、
　

浦
走
智

喝
、
鳴
海
受

―――
、
占
川
政
幸
、
藤

本
‐ｌｉ
徳
、
奈
良
義
　
、
村

几
や
し

ル
、
佐
藤
靖
昭
、
高
西
淳
ｒ
、
山

田
正
仲
、
　

浦
恭
武
、
鳴
海
萬
。

颯
　
】

″

| 1絆 彙 ′ト

メし 本 1晴

lr f夕 ,‖

ス 1鳥 由

Ｉ

札
み
こ
と

一
般
に
合
格
し
た

俵
谷
有
知
子
さ
ん

（脇
元
小
）

▼
．
級
　
債
谷
有
知
ル

一脇

た
　
　
珠
算
熟

）

小
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
四
級
　
柳
谷
香
代
ル
、
浜
田

▽
　
．級
　
　
―‐
■
笠
里

一辻
分
　
　
，．グ
　
郎
、
佐
藤
子
和
、
松
江
科
久

脇
卜

■
文‥
‥集‥‐‐‐

を
発‐‐
行‥

出
稼
ぎ
先
に
も
発
送

▼
六
級
　
斎
藤
え
子
、
成
田
由

卜
ヽ
卜
、
高
西
ひ
ろ
子

（脇
え
小
）

田
中
律
ｒ

（辻
分
珠
算
熟

）

ザ
Ｌ
級
　
六
小
良
美
和
ル
、
本
村

旋
穂
ル
、
九
山
勝
彦
、
本
村
文
栄
、

鳴
海
彰
雄

（太
田
小
）
山
内
英
之
、

中
肝
幸

（辻
分
珠
算
熟
）

▽
八
級
　
小
寺
由
里
チ
、
福
島

俊

‐ｉｌ
、
八
木
沢
信
ｒ．

、十
ｆ
小
）

黒
川
麻
美

（脇
元
小
一
山
本
春
樹

（太
田
小
）

喜 い  算 |り 兄

4~  ｀
家 ・11オ l

と 'li cDや お

い 張 )ノ亡 
｀

市
浦
村
体
育
協
会
で
総
会

会
長
に
山
田
勝

明
氏
を

選
出

市
浦
村
体
育
協
会
の
定
時
総
会

め
て
摯
幹
集
落
七

／
タ
ー
で
開
か

第
―
　
回
＝
を
む
か
え
た
総
灸

で
は
、
ま
ず
高
松
降
　
〈
ム
長
が
‐健

康
は
す
べ
て
で
な
い
が
、
健
嗅
´
ヽ

な
け
れ
ば
す
べ
こ
が
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
よ
う
１１
、
人
間
生
き
て

い
＜
う
え
で
健
康
は
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
あ
る
（
体
育
協
会
と

し
て
も
、
単
に
病
気
治
療
と
い
う

保
健
衛
生
的
な
観
点
か
ら
で
な
し

に
、
病
気
を

つ
く
ら
な
い
た
め
め

先
行
投
資
の
役
割
り
を
果
す
必
要

が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
単
に
ス
ポ

ー
ツ
選
手
だ
け
の
１
り
の
と
せ
ず
、

け
民
総
参
加
の
体
制
．つ
く
り
を
図

り
、
ス
ホ
ー
ツ
の
普
及
と
日
常
化

を
図

り
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ぃ」
と
あ

い
さ
つ
、
次

い
で
米
賞

教
ｌｉ
夕
、
鶴
賀
諄
宏
市
浦
中
学
校

教
頭
か
ら
激
励
と
お
祝

い
の
■
・

は
が
あ
り
ま
し
た
¨

二
の
あ
し
、
昭
和
五
卜
門
年
度

の
■
業
経
過
、
決
算
報
告
が
あ
句

向

っ
　
年
――――
の
事
業
計
画
及
ひ
ド

専

‐，‐
市
議
が
■
さ
れ
ま
―
・た

体
育
協
会

，
――
、
＝
Ｌ
部
、
野

鼈



住宅 を建てたときは

不動産取得税がかかります

■この場合の不動産取得税には、

評価額から 350万円を控除する制

度がありましたが、昭和55年 7月

1日 からは次のように変わりまし

(1脚 日以内に申告しないと、この

控除は受けられず、余分な税金を

はらうことになります。

☆住宅が完成した日 (完成する

前に入居したときは入居の日)か
ら60日 以内に県税事務所へ必ず申

告してください。

(2)た だし、この控除を受けられる

のは、次の 2つ の条件に当てはま

る住宅です。

①住宅部分の床面積が16駈 r(50

坪)以下であること。

②lご あたりの評価額が8万 7

千円 (1坪あたり28万 7千円)

以下であること。

60日 を過 ぎてからは、申告して

も控除を受けられません″

■申告書の必要なかた1く わしく

内容を知 りたいかたは、県税事務

所直税課 (電話 01733-4-21H
内線 212・ 213・ 214)ま たは市浦

村役場 (電話21H)へ どうぞ′

暴走行為は厳罰 /
非常事懸宣言中は、
1日 」∞人の警察官
が昼夜厳しい取精り

を展日します。

十 三 の 砂 山 まつ り

ミのど自慢や、子供ねぶた等ミ

十二の砂山まつりは、8月 13日

から16日 までの4ヨ間行われます

が、期間中の行事は次のとおりで

す。

■ 8月 13日

8:00十二の砂山杯少年野球大

会 (十三小グランド)

16:007供ねぶた運行 (村内一

円)

19:00十 二の砂山まつり、のど

自慢大会 (十二保育所園

庭)

■ 8月 14日

9:∞消防団観閲式 (十二小グ

ランド)

19:00十二の砂山踊 り (十二保

育所園庭)

■ 8月 15日

8:∞十三の砂山祭り杯争奪野

球大会 (十三小グランド)

19:00十二の砂山踊 り (十三保

育所園庭)

■ 8月 16日

H:∞山車 。みこし。流 し踊 り

運行

19:∞十二の砂山踊 り (十三保

育所園庭)

■主催 十二東日流会

■後援 十三の砂山保存会 。十三

婦人会・十二子供会

広報 しうら 60

特 別 保 E融 資 の 貸 付

～市鴻村商工会～

村及び金融帷関、保証協会の御

協力により、市浦村特別保証融資

要綱が決定しましたのでお知らせ

します。 5月 27日 より受付致して

おりますので希望者は商工会まで

申し込んで下さい。

☆市浦村簡易小日資金特別保証制

度要綱C融資の貸付

この制度は市浦村の中小企業者

に対し事業資金の保証を行い、企

業経営の安定に資するため実施する。

1.対彙者 、

市浦村に主な事業所を有する中

小企業者で納税状況の良好な者、

但し、この制度保証によリー企業

者に対する保証残高が 1,0∞万円

を超 えることはできないものとする。

2.取扱金融機関

津軽信用金庫中里支店、みちの

く銀行小泊支店

3。 融資金額

1企業につき lm万 円以内

4.資金の使強及び期日

運転資金及び設備資金、3年 以内

5。 債週方法

分割又は一括払い

6.利息及び保E料
利 息一取扱金融幡関所定利率

保証科一年0.95%

7.籠 人及び担保

保証人は特別小日保険に該当す

るもの以外は 1名 以上とし、担保

は徴 しない。

8:憫輌[1日願

2,000万円

以上満額に達 し次第〆切となり

ますので御相談はお早めにどうぞ。

役 場 の 電 話 は

21H番 で す おしらせ 3

―
∞
中
Ю
Ｉ

8月 16日 ～ 8月 2日

弘前大学保医研活動 (磯 松地区)

みなさんの積極的な参加と協力をお願いします

歩行者の保護が基本ノ

横断歩道に近づい

たら、まず除行

横断者を見かけた

ら必らず=時停止

飲酒運転を追放しようノ

酒酔い運転

免許取消 し

6ヶ 月以下5万円

以下の罰金
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津軽の先住民族

東
方
を
守
霞
す
る
青
竜
瀬
団

青
竜
は
、
東
方
を
守
護
す
る

神
さ
ま
の
名
前
で
す
。
中
国
の

青
竜
刀
は
、
柄
の
と
こ
ろ
に
青

豊

竜
が
刻
ま
れ
て
い
る
薙
刀
形
の

も
の
で
す
が
、
東
方
の
民
を
守

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
も

の
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
意
味
を

含
め
て
名
づ
け
た
と
思
わ
れ
る

安
東
水
軍
の
船
団
組
織
を
青
竜

潮
団
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
編
成
の
隻
散
か

ら

一
護
四
艘
法
と
も

い
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
大
荷
船

⌒商

島

勝

蔵

船
）
一
般
を
四
艘
の
水
軍
船
が

守
護
し
て
航
行
す
る
船
団
の
こ

と
で
す
。
大
荷
船
の
先
頭
を
走

る
の
が
、
案
内
を
す
る
潮
案
水

軍
船
で
、
「お
も
―
か
卜
じ
⌒面

舵
ご
「と
リ
ー
か
―
じ
（取
舵
ご

の
信
号
を
発
し
て
、
大
荷
船
を

右
の
方
向
あ
る
い
は
左
の
方
向

に
誘
導
し
ま
す
。
大
荷
船
の
右

舷
先
き
を
守
議
す
る
戦
艦
が
右

対
闘
水
軍
船
、
左
舷
後
ろ
を
守

議
す
る
戦
艦
が
左
対
闘
水
軍
船

と
い
い
ま
す
。
大
荷
船
の
後
方

に
控
え
る
の
が
救
応
水
軍
船
で

す
。
船
団
の
各
船
は
互
い
に
連

絡
を
と
り
な
が
ら
、
隊
伍
堂
々

と
航
行
を
続
け
る
わ
け
で
す
。

貴
金
花
咲
か
し
た
全
竜
潮
団

次
は
、
全
竜
潮
団
で
す
。
陸

奥
の
国
は
、
古
代
か
ら
黄
金
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
安
東
水
軍
が
、
日

本
海
の
海
上
権
を
獲
得
し
、
国

内
は
お
ろ
か
、
中
国

・
韓
国

。

南
方
方
面
に
ま
で
貿
易
の
版
図

を
広
め
、
莫
大
な
商
利
を
得
、

わ
が
世
の
春
を
証
歌
し
、
十
三

湊
に
黄
金
花
を
咲
か
し
た
の
と

類
似
し
て
い
ま
す
。
金
竜
潮
団

の
名
は
、
そ
ん
な
意
味
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
荷
船
二
艘
、
潮
案
水
軍
船

一
般
、
左

・
右
翼
水
軍
船
二
艘
、

左

・
右
対
闘
水
軍
船
二
艘
、
左

。
右
救
応
水
軍
船
二
艘
、
武
具

載
船

一
般
で
編
成
さ
れ
た
、

い

わ
ゅ
る
二
護
八
艘
法
で
す
。
相

当
大
規
模
な
船
団
組
織
で
、
財

力
に
も
の
を

い
わ
せ
た
結
果
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

幸
運
を
も
た
ら
し
た

自
竜
瀾
団

白
竜
は
、
人
類
に
幸
軍
を
も

た
ら
す
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
廃
船
の
船
底
を
利
用

し
た
橋
が
狭
門

⌒
せ
ば
と
）
と

本
田
水
戸
と
の
間
に
架
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
当
時
、
手
前
に
大

き
な
凹
地
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に

背
の
高

い
浜
梨
が
生
た
て
お
り
、

そ
の
根
元
の
穴
か
ら
幹
を
上
に

の
ぼ
り
、
ま
た
穴
に
と
下
が

っ

て
い
く
真
白
な
白
蛇
を
発
見
し

た
こ
と
を
は

っ
き
り
険
の
底
に

描
き
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ひ
と
幻
は
助
四
郎
の
オ
ン
ズ
、

も
う
ひ
と
り
は

一
の
オ
ン
ズ
⌒自

分
ヽ
自
分
に
は
ま
だ
幸
運
が
や

っ
て
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ

か
や

っ
て
来
る
幸
運
を
確
信
ｔ

て
い
ま
す
。
幸
運
を
十
三
湊
に

も
た
ら
す
船
団
と
し
て
名
づ
け

ら
れ
た
の
が
、
自
竜
潮
団
で
あ

り
ま
す
。
役
目
に
よ

っ
て
水
軍

船
の
大
小
が
ち
が
い
ま
す
が
、

七
護
二
十

一
般
法
と
い
う
、
安

東
水
軍
最
大
の
船
団
組
織
で
す
。

大
荷
船
七
隻
の
生
命
を
護
持
し

て
、
十
二
の
繁
栄
に
寄
与
し
た

大
船
団
組
織
な
わ
け
で
す
。

敵
を
腱
臓
さ
せ
た
晨
竜
瀾
団

平
時
に
は
翼
を
水
平
に
ひ
ろ

げ
て
ゆ
う
ゆ
う
と
飛
翔
ｔ
、
戦

時
に
は
翼
を
し
ぼ
め
て
散
然
と

突
雄
す
る
黒
鷲
¨
黒
鷲
は
安
東

水
事
の
戦
間
を
表
徴
す
る
旗
印

で
す
。
鳥
は
こ
う
か
つ
で
残
酷

だ
が
、
飼
た
ば
す
ご
く
を
ず
み

ま
す
。
黒
つ
ぐ
み
は
一
つ
の
森

を
縄
張
り
と
し
て
、
す
ば
し
こ

く
巡
回
し
て
美
声
を
発
し
ま
す
。

黒
の
示
す
意
味
は
深
遠
で
す
。

獣
な
ら
さ
し
ず
め
黒
竜
。
日
本

海
賊
船
―
若
狭
の
一
向
衆

。
赤

間
の
波
速
衆

・
瀬
戸
の
塩
飽
衆

・
村
上
衆

・
池
田
衆

。
九
亀
衆

―
を
震
い
あ
が
ら
せ
た
黒
竜
潮

団
こ
そ
、
わ
が
十
二
湊
を
根
拠

地
と
し
た
、
安
東
水
軍
の
専
門

の
戦
闘
船
団
に
名
づ
け
ら
れ
た

名
称
で
す
。
対
職
十
二
艘
法
と

い
う
編
成
で
す
。

海
韓
さ
爆
　
快
弁
の
者
を
い
う

相
返
答
打
づ
　
応
答
す
る
こ
と

爾
返
し
　
寒
の
前
後
、
雨
が
止

め
ば
そ
の
後
に
必
ず
吹
雪
が
あ
る

あ
ま
り
鵬
く
て
藝
者，
畔
ぶ
　
が

し
か
叫
び
出
す
ほ
ど
う
ま
い
、
と

い
う
最
大
級
の
議
辞
。

あ
ま
り
特
に
福
あ
り
　
人
の
残

し
た
と
こ
ろ
に
利
が
あ
る
。

面
上
り
の
■
　
威
勢
の
い
い
こ

と
。
両
後
の
筍
。

舶
コ
食
へ
る
　
わ
ざ
と
相
手
に

勝
た
せ
る
こ
と
。

酪
の
障ムろ
曝
ア
露
”‐‘よ
り
針
ツ

好
い
　
色
気
よ
り
も
実
用
。

齢
コ
買．れ
ば
和
コ
ル
る
、
業．子Ｌ

コ
買．れ
ば
鋤
コ
ル
る
　
要
ら
な
い

も
の
を
呉
れ
る
と
い
う
人
を
か
ら

か

っ
て
言
う
。

有
り
そ
う
で
無
い
の
が
金
、
無

さ
そ
う
で
あ
る
の
が
借
金
　
人
の

財
産
は
外
見
か
ら
は
は
か
り
が
た

い
も
の
。

あ
る
事
ア
三
度
　
物
事
は
続

い

て
起
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
。

あ
る
時
の
米
の
飯

あ
れ
ば
あ

る
で
先
き
の
こ
と
を
考
え
ず
に
ぜ

い
た
く
す
る
こ
と
。

安
東
海
潮
禄

今
昔
日
本
陸
海
図

安

東

水

軍

①
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新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
目
指
し
て

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永

１

９

Ю
Ｉ

づ
く
り
を
阻
害
す
る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。

や
が
て
は
村
を
動
か
し
て
行
く

で
あ
ろ
う
青
年
た
ち
が
、
将
来
の

た
め
に
、
今
何
を
考
え
、
ど
ん
な

行
動
を
と
る
べ
き
か
を
真
剣
に
考

え
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
大
人
た
ち
は
ど

ん
な
形
で
指
導
助
言
を
し
て
い
っ

た
ら
い
い
か
。

◎
大
人
に
理
解
さ
れ
る
青
年
活
動

◎
青
年
に
理
解
さ
れ
る
中
高
年

と
い
う
ふ
う
に
、
お
互

い
に
理
解

し
合
え
る
よ
う
な
関
係
が
で
き
て

こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る

の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

青
年
団
活
動
が
華
や
か
で
あ

っ

た
時
期
に
は
、
村
の
主
要
な
活
動

や
行
事
が
、
青
年
た
ち
の
手
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

現
在
で
い
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ

く
り
の
主
役
で
あ

っ
た
。

そ
れ
が
時
代
の
変
化
と
共
に
、

経
済
的
に
豊
か
さ
を
増
し
、
自
分

だ
け
の
楽
し
み
を
求
め
る
よ
う
に

な
り
、
次
第
に
団
員
が
減
少
し
て

い
き
―
活
動
の
停
滞

へ
と
つ
な
が

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
青
年

た
ち
自
身

『村
の
た
め
に
何
か
し

た
い
」

「村
の
行
事
に
入

っ
て
行

き
た
い
が
、
ど
ん
な
形
で
入

っ
た

一ら
い
い
の
か
」
と
考
え
て
い
る
。

更
に

『大
人
た
ち
は
我
々
を
理
解

⌒
理
解
さ
れ
る
活
動
を
し
て
い
る

か
は
別
問
題
ら
し
い
）

反
対
に
大
人
た
ち
に
し
て
み
る

と

『今
の
青
年
何
し
て
る
だ
ば
』

と
、
さ
も
自
分
た
ち
が
活
動
し
て

い
た
時
、
よ
き
後
継
者
を
育
て
て

活
動
の
在
り
方
を
十
分
指
導
し
た

よ
う
な
口
ぶ
り
で
あ
る
。

第
二
者
か
ら
み
る
と
、
お
互

い

自
分
勝
手
で
相
手
を
理
解
し
て
あ

げ
よ
う
と
せ
ず
、
自
分
の
主
張
ば

か
り
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

こ
う
い
う
現
な
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

ｒ
供
に
、
ど
の
よ
う
に
小
遣
い

け
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
．
つ
で
す
。

ｒ
供
は
、
小
遣
い
を
通
し
て
、

お
金
の
傾
債
は
も
と
よ
り
、
上
手
　
　
う
．
　
　
　
　
　
¨

な
使
い
方
な
ど
、　
い
わ
ゆ
る
全
餞
　
　
　
毎
日
、
少
し
ず
つ
小
遣
い
を
与

感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
　
　
た
ら
の
は
、
子
供
に
と
っ
て
も
計

と
同
時
に
、
自
分
の
生
活
を
自
分
　
　
面
の
立
て
よ
う
が
な
く
、
そ
の
日

で
″管
理

す々
る
う
え
で
必
要
な
自
　
　
暮
ら
し
の
よ

，
な
浪
費
ぐ
せ
を
つ

■

日

Ｕ

自
主
性
を
育
て
る
配
慮
を

主
性
や
計
画
性
も
養
わ
れ
ま
す
．
　
　
け
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

そ
の
意
味
で
は
、
小
遣
い
は
、
　
　
■
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
は
気
を
つ

Ｆ
供
自
身
が
自
分
の
欲
望
を
コ
ン
　
　
け
ま
し
ょ
う
．

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
自
ら
の
選
　
　
　
そ
う
は
い
い
■
し
て
も
、
小
遣

択
の
も
と
に
自
由
に
使
え
る
よ
う
　
　
い
の

″自
主
管
理
々
は
小
学
校
三

に
し
て
あ
げ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
　
　
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で

は
、
お
母
さ
ん
が
そ
の
つ
ど
与
え

る
な
り
、
欲
し
い
も
の
を
買
っ
て

あ
げ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

小
学
校
も
二
、
四
年
生
に
な
る

と
、
″月
給
制
″
や
″週
給
制
と
に

よ
る
予
算
生
活
を
送
ら
せ
る
の
が
、

子
供
の
し
つ
け
の
点
か
ら
も
、
よ

い
効
果
を
生
み
ま
す
。

使
い
方
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

細
か
い
こ
と
ま
で
差
し
出
が
ま
し

く
干
渉
し
な
い
で
、
自
主
性
を
育

て
る
よ
う
に
配
慮
を
し
な
が
ら
、

上
手
な
お
金
の
使
い
方
と
貯
蓄
の

大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

′́

純

お
壁

工
藤
　
千
春

⌒相
内
）
幹
　
治

和
島
　
笑
子

（磯
松
）
忠
　
昭

外
崎
　
道
子

（脇
元
）
繁
　
美

三
上
　
香
里

（脇
元
）
初
　
男

吉
田
　
浩
樹

（相
内
）

肇

猿
賀
　
　
茜

⌒相
内
）

隆

松
橋
　
俊

一
（十
三
）
英
　
俊

三
浦
　
洋
平

⌒相
内
）
忠
　
雄

古
川
　
恵
子

（太
田
）
照
　
賢

村
山
　
　
恵

（十
三
）
省
　
一

工
藤
　
仁
志

（相
内
）

猛

九
山
　
絵
美

⌒太
田
）
正
　
一

鳴
海
磨
裕
子

（相
内
）
養
　
正

小
田
桐
恭
子

（脇
元
）

潔

伊
藤
　
龍
二

（相
内
）
千
太
郎

蝙
ザ毎

（嶼田香都議
一碑
」岬一

（岬畔　嬬難
一制　粛一

（鷹藤　編韓
一榊　動一

（組軸　辞拐
一＝　一糞

（輝『千継機
一爆　舜一

（に卿　熱打
一翻　柚一

（い晴看工社
一購　劃一

（辞瑚　棘韓
一樹木」一

（〔］商文は
一朝　』一

痴
』
岬
⌒紆
牌
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